
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非健常者用衣服 女性用のパンツであって、股下部が上下方向へ折り返し自在と
なっており、股下部の先端部裏面と本体部の中央下部に互いに着脱自在な係着部を設ける
とともに、股下部の先端部に指掛部を設けたことを特徴とす 健常者用衣服。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、身障者、老人、病人などの非健常者が装着する非健常者用衣服に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
身障者、老人、病人などの非健常者は自力で衣服を脱着することは困難であり、したがっ
て看護人が脱着の手助けをしている場合が多いが、例えば用を足す場合には、ズボンやパ
ンツなどの下半身や腰部に装着する衣服は、看護人の手を借りずに非健常者が独力でその
脱着を行えることが望ましい。しかしながら非健常者は健常者と同様の衣服を装着してい
たため、独力でその脱着を行うことは難しく、脱着のたびに看護人の手助けを受けている
実情にあった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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したがって本発明は、非健常者が独力で脱着をしやすい衣服を提供することを目的とする
。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は 健常者用衣服 女性用のパンツであって、股下部が上下方向へ折り
返し自在となっており、股下部の先端部裏面と本体部の中央下部に互いに着脱自在な係着
部を設けるとともに、股下部の先端部に指掛部を設けた。
【０００５】
したがって、非健常者は、指掛部に指を掛け、また係着部を着脱することにより、独力で
衣服を脱着することができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
図１（ａ）は非健常者である女性のパンツの開放状態の正面図、図１（ｂ）は同閉じた状
態の正面図である。このパンツ１は、本体部２と、本体部２から下方へ伸びる上下方向へ
折り返し自在な細長い股下部３から成っている。股下部３の先端部裏面には植毛部などの
係着部４が装着されており、また本体部２の中央下部にも植毛部などの係着部５が装着さ
れている。また股下部３の先端部と本体部２の中央下部の側部にはループ状の指掛部６、
７が装着されている。
【０００７】
図１（ｂ）に示すように、股下部３を折り上げて係着部４を係着部５に付着させて着衣す
る。また図１（ａ）に示すように係着部４を係着部５から取り下せば股下部３は解放され
、用を足すことができる。このように股下部３を上げたり下ろしたりして脱着する作業は
、指掛部６、７に指先を掛けることにより、非健常者は独力で行うことができる。
【０００８】
（実施の形態２）
図２（ａ）は非健常者である男性のパンツの正面図、図２（ｂ）は同パンツの部分正面図
、図２（ｃ）は指掛け部の側面図である。
【０００９】
図２（ａ）において、パンツ１１の中央部は左右に開閉自在となっている。図２（ｂ）は
中央部を開いた状態を示している。中央部の一方の側端部表面には植毛部などの係着部１
２が装着されており、また他方の側端部裏面にはこの係着部１２に着脱される植毛部など
の係着部１３が装着されている。
【００１０】
一方の側端部の上部にはループ状の指掛部１４が取り付けられており、他方の側端部の上
部にもループ状の指掛部１５が取り付けられている。また他方の側端部の表面には帯状の
指掛部１６が取り付けられている。図２（ｃ）に示すように、この指掛部１６はタテ長で
あり、その上端部１６１と下端部１６２が生地に縫いつけるなどして装着されており、中
央部１６３に指先が入れられるようになっている。
【００１１】
したがってこのものも、非健常者は係着部１２、１３を着脱したり、指掛部１４、１５、
１６に指先を入れるなどして、独力でこのパンツ１１の前を開き用を足すことができる。
【００１２】
（実施の形態３）
図３は非健常者である女性のズボンの正面図であって、図３（ａ）は股下部を閉じた状態
、図３（ｂ）は股下部を開いた状態を示している。
【００１３】
ズボン２１の股下部はチャック部２２となっており、チャック部２２にはループ状の指掛
部２３が取り付けられている。したがって指掛部２３に指先を掛けることにより、チャッ
ク部２２を容易に開閉することができる。また両脚部２４等の適所には帯状の指掛部２５
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が複数装着されている。この指掛部２５は図２（ｃ）に示す指掛部１６と同様のものであ
る。
【００１４】
したがってこのものも、非健常者は指掛部２３、２５に指先を掛けるなどして、容易に股
下を開閉したりあるいはこのズボン２１を着脱したりすることができる。
【００１５】
（実施の形態４）
図４は非健常者である男性のズボンの正面図であって、図４（ａ）は下腹部を閉じた状態
、図４（ｂ）は下腹部を開いた状態を示している。
【００１６】
ズボン３１の下腹部はチャック部３２となっており、チャック部３２にはループ状の指掛
部３３が取り付けられている。また脚部３４などの適所にも指掛部３５が複数取り付けら
れていた。
【００１７】
したがってこのものも、非健常者は指掛部３３、３５に指先を掛けるなどして、容易に下
腹部を開閉したり、あるいはズボン３１を脱着したりすることができる。なおチャック部
３２に替えて、植毛部を装着してもよい。
【００１８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、非健常者は指掛部に指を掛け、また係着部を着脱す
ることにより、独力で衣服を脱着することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）女性用パンツの開いた状態の正面図
（ｂ）女性用パンツの閉じた状態の正面図
【図２】（ａ）男性用パンツの正面図
（ｂ）男性用パンツの部分正面図
（ｃ）指掛部の側面図
【図３】（ａ）女性用ズボンの閉じた状態の正面図
（ｂ）女性用ズボンの開いた状態の正面図
【図４】（ａ）男性用ズボンの閉じた状態の正面図
（ｂ）男性用ズボンの開いた状態の正面図
【符号の説明】
１　女性用のパンツ
２　本体部
３　股下部
４、５、１２、１３　係着部
６、７、１４、１５、１６、２３、２５、３３、３５　指掛け部
１１　男性用のパンツ
２１　女性用のズボン
３１　男性用のズボン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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